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法人化の光と影（１）
• ２００４年に８９の国立大学が法人化された。（現在は８５法人）
郵政民営化の流れ。国家公務員数削減、行財政改革の一環。

危機感と同時に、大学の裁量部分が増えるとの期待感もあった。

しかし、

• 基盤的経費である運営費交付金が法人化後、毎年削減。
２００４年 １兆２４１５億円 ー＞ ２０１５年 １兆９４５億円

１２年間で約１２％の減少。

衆参両院での「運営費交付金の確保に努める」との付帯決議は、

結局「努力目標」に過ぎなかった。

• ２０１５年以降、運営費交付金は下げ止まっているが、法人評価
に基づく、査定配分が増加。２０２１年度は１，２００億円。

基盤経費から競争的経費の流れは止まっていない。



法人化の光と影（２）

• 運営費交付金削減と平行して、総人件費削減（年１％）の枠がはめ
られる。全体として、神戸大の場合、毎年教員７名の削減を行って

きた。一部は学長戦略ポストとして再配分。

• 結果として、新規採用枠が激減し、常勤若手研究者の減少に繋
がっている。これは、全国的な傾向であり、大学における教育・研

究に関して極めて憂慮すべき事態。大学院進学者も減少。

• 競争的外部資金の獲得を目指し、ある程度成功。
ー＞ 教育・研究の時間が減る

ー＞ 大学全体のパフォーマンスが下がる

（世界大学ランキングでの低迷）

ー＞ 殆どの外部資金はプロジェクト型の補助金であり、

事業終了後のフォローアップは、大学で負担



法人化の光と影（３）

• 様々な評価疲れ（膨大な書類、報告書）
法人年度評価、中間評価、大学認証評価等々。
提出する方も大学教員なら、審査する方も大学教員。

• 産学連携が推奨され、企業との共同研究、知財の活用など
で自己収入の増加が求められる。

• 基礎的な学問分野（哲学、素粒子物理学など）を大学として
どう維持していくかの判断が迫られる。

（小柴先生の名言？迷言？暴言？
「ニュートリノ？ 世の中の役には立ちません」）



法人化の光と影（４）

• 光はまだ見えぬ
２０２２年度からの第４期中期計画・中期目標期間に向けて、

文部科学省、内閣府、国立大学協会などで、（国立）大学のあり

方が検討されている。

• ガバナンスコードの制定など、経営体としての組織運営が求めら
れている。学長選考会議も学長選考・監察会議となりそう。

• 年次計画、年度評価は廃止の予定であるが、運営費交付金の
配分方法は未定。



神戸大学の運営方針
～先端研究・文理融合研究で輝く卓越研究大学へ～

国立大学法人神戸大学長 武田 廣

平成２７年４月



大学のミッション再定義
• 平成２５年～２６年に、全国８６大学の各分野に対して、文科
省主導のもと、 「ミッションの再定義」なる作業がおこなわれ
た。

• 怖い文言が人文・社会系の全ての分野に挿入された。
「１８歳人口の減少や人材需要、教育研究水準の確保、
国立大学としての役割等踏まえた組織見直し計画を策
定し、組織の廃止や社会的要請の高い分野への転換に
積極的に取り組むべきではないか」

－＞ 平成２７年６月８日の文科省通知で明言され、人文・
社会系の軽視であるとの反論の嵐が吹き荒れる。文
科省は「誤解」であるとして、修正はせず。



文科省による国立大学の３分類

大学として以下の３つからひとつ選択せよ。

（運営費交付金の配分方式に影響するとの噂 ：本当だった）

• １）地域密着型 ＊＊教育大学等 ５５大学

• ２）地域貢献＋特色型 ＊＊芸術大学等 １５大学

• ３）世界水準の教育研究 １６大学

北海道、東北、筑波、千葉、東京、東京工業、一橋、

東京農工、金沢、名古屋、京都、大阪、神戸、岡山、

広島、九州



神戸大学は研究大学として
生き残れるか？

• １０学部、１５研究科の総合大学

•学生・院生 約１６，０００ 教職員 約３，６００

•社会系（経営、経済、法）に伝統がある。

伸びてきている理系分野との組み合わせが焦点。

文理融合で新領域開拓の可能性。

•近くにある阪大・京大との棲み分け・連携



神戸大学 機能強化の取り組み

・科学技術イノベーション研究科の設立（２０１６年度）

理系の先端技術と社系の社会実装を融合

・国際人間科学部の設立（２０１７年度）

学部におけるグローバル人材養成の牽引

・海洋政策科学部の設立（２０２１年度）

高度海技士、海洋科学、海洋政策の３本柱

•数理データサイエンス教育の充実
・学長のリーダーシップの確立

教員、部局長の人事権。年俸制の導入。学長裁量

枠の設定。



科学技術イノベーション研究科



国際人間科学部

•国際文化学部と発達科学部を統合

•入学定員 ３７０名

在学中に海外留学、海外研修が必修

• グローバル社会で生起する環境問題、自然災害、民
族紛争、宗教紛争、貧困問題、教育社会福祉問題等、
我々が克服すべき諸課題を深い人間理解に基づいて
解決できる実践型グローバル人材を養成することを通
じて、持続可能な社会の実現を目指す。



海洋政策科学部の設立

•高度海技士、海洋科学、海洋政策の３本柱

•前期日程入試志願倍率増加

２．８ ー＞ ３．５ （特に文系重視型は５．５倍！）

•新船は「海神（かいじん）丸」と命名

• ２０２１年２月１９日に起工式



海神丸の完成予想図（２０２２年度完成予定）

災害救援、海洋底探査機能も搭載



数理・データサイエンスセンター

Society5.0を牽引し、データから価値を創造する人材の育成
産業・実社会と緊密に連携した先端研究・文理融合研究の推進

両国首脳の立会いの下，シンガポール南
洋理工大学との大学間学術交流とデータ
サイエンスに関する学術協定締結
（2016年12月）
（総理大臣官邸において）

海外との連携強化

企業との教育連携数理・データサイエンスセンター
全学教育部門

研究部門

連携部門

• 数理・データサイエンス標準カリキュラム（実践的リテラシー教育）
• 数理・ＤＳ教育全国普及協力校
• データ関連人材育成大学院プログラムでの関西地区大学連携
• 研究・産学連携を活かしたデジタルトランスフォーメーション人材の育成

• 総合大学の強みを活かした 数理・データサイエンスの基礎研究、
先端研究の実績

• 社会実装や価値創造に向けた文理融合研究
• DS基礎汎用チーム、DS社会実装チーム、DS価値創造チーム
• 企業・自治体等の共同研究の推進による教育へのフィードバック

• 企業、自治体、海外等におけるネットワーク構築
• 産学官地域連携デジタル人材育成ラボ （２０２０）

データ関連人材育成
関西地区コンソーシアム
大阪大学、滋賀大学、

京都大学, 和歌山大学、奈良先
端科学技術大学、大阪府立大学

大学コンソーシアム
兵庫・神戸

兵庫県内の国公私立大学

数理・データサイエンス教育強
化拠点コンソーシアム
6拠点大学・２0協力校

数理・ＤＳ教育の連携

日本総研
三井住友ＤＳアセットマネジメント

富士通研究所
パナソニック

ロックオン、レンゴー
カネカ、アストラゼネカ

神戸市、兵庫県地区の企業等

共同研究企業

兵庫県
神戸市

自治体

産学官連携体制の構築

• 技術相談
• 共同研究
• リカレント教育
• KOBE×ＤＸ
プロジェクト

• 神戸データサイ
エンス操練所

一般社団法人
デジタルトランス
フォーメーション
研究機構

日本総研×神戸大学
オープンイノベーション
ワークショップ
「ＩＴと金融ビジネスの最前線」
201６年～2019年

先端研究の社会実装

木村建次郎教授
（数理・ＤＳセンター）
世界初の乳がん画像診断システムの
開発
多重経路散乱場の逆解析理論の応用
第1回医療研究開発大賞受賞
2017年12月

２０１７年１２月設立

専任教員 １１名
協力教員 ４３名

２０１７年３月

計算社会科学
研究センター 設立

15



新型コロナウイルスと大学

•最後の１年間は、COVID-19対策に忙殺。
•留学生受け入れ、学生の海外派遣、研
究活動などの再構築が必要。

•教育：対面とオンラインのハイブリッドを
模索せざるを得ない。

•日本社会の弱点も多々あぶり出された。



17

人文・人間科学、社会科学、自然科学、生命・医学の
本学すべての知を結集して社会とともに協働し、
レジリエンスを発揮する「Withコロナの社会構築へ」

人文・人間科学 社会科学

自然科学生命・医学

With コロナ社会
コロナから守る医療

人の在り方 社会の在り方

社会を支える科学技術
臨床医学

免疫学

ウイルス学

基礎医学

哲学
歴史学

社会学

倫理学

教育学

保健学

数学
計算科学

情報科学生物学 化学

工学

地域学
国際文化学

発達学

経営学
経済学

法学

政治学

商学

政策学

海事科学

農学

物理学

様々な学問が融合し様々な課題へ挑戦



新型コロナ対策の提案研究

治療法・
ワクチン開発

2_経口ワクチン
科学技術イノベー
ション研究科・白川

2_経口ワクチン
科学技術イノベー
ション研究科・白川

7_レプリコン
スクリーニング
保健学研究科・小瀧

7_レプリコン
スクリーニング
保健学研究科・小瀧

12_自己免疫
インフラソーマ
保健学研究科・
駒井

12_自己免疫
インフラソーマ
保健学研究科・
駒井

17_放線菌由来化
合物
保健学研究科・
小瀧/亀岡/重村

17_放線菌由来化
合物
保健学研究科・
小瀧/亀岡/重村

32_BCGワクチン
科学技術イノベーショ
ン研究科・北川

32_BCGワクチン
科学技術イノベーショ
ン研究科・北川

39_Sialic Acid 
Prove
科学技術イノベーショ
ン研究科・ヴァヴリッカ

39_Sialic Acid 
Prove
科学技術イノベーショ
ン研究科・ヴァヴリッカ

ワクチン

治療法・治療薬

医療崩壊
対策

11_３Dプリンタ
活用
臨床医療推進
センター・筧

11_３Dプリンタ
活用
臨床医療推進
センター・筧

30_ICU開設
医学研究科・
山中/岡田

30_ICU開設
医学研究科・
山中/岡田

37_トリアージ
AI
医学研究科・
中井

37_トリアージ
AI
医学研究科・
中井

施設・体制

医療機器・器具

検査技術

15_SARS-
CoV-2センシング
工学研究科・
竹内

15_SARS-
CoV-2センシング
工学研究科・
竹内

16_モノクローナ
ル抗体
医学研究科・
船越

16_モノクローナ
ル抗体
医学研究科・
船越

21_胸部X線
診断
医学部附属病院・
西尾

21_胸部X線
診断
医学部附属病院・
西尾

34_テラヘルツ波
検出
工学研究科・
小島

34_テラヘルツ波
検出
工学研究科・
小島

35_水近赤外
吸収
農学研究科・
ツェンコヴァ

35_水近赤外
吸収
農学研究科・
ツェンコヴァ

3_検査キット
プラットフォーム
工学研究科・
丸山

3_検査キット
プラットフォーム
工学研究科・
丸山

迅速化/高精度化

感染予防

4_PUマスク
理学研究科・津田
4_PUマスク
理学研究科・津田

28_飛散ウイルス
撃滅システム
数理・データサイエ
ンスセンター・木村

28_飛散ウイルス
撃滅システム
数理・データサイエ
ンスセンター・木村

10_消毒液供給
医学部施設管理
課・笹部

10_消毒液供給
医学部施設管理
課・笹部

25_感染症への国
民意識調査
保健学研究科・
重村

25_感染症への国
民意識調査
保健学研究科・
重村

衛生用品

ウイルス除去

予防意識

データ
サイエンス

8_予測数理モデ
ル
システム情報学研
究科・國谷

8_予測数理モデ
ル
システム情報学研
究科・國谷

41_Social 
Distanceモニタ
工学研究科・鈴木

41_Social 
Distanceモニタ
工学研究科・鈴木

14_ウイルス
飛沫予測
システム情報学研
究科・坪倉

14_ウイルス
飛沫予測
システム情報学研
究科・坪倉

予測と分析

49_組織対応調査
経営学研究科・服部
49_組織対応調査
経営学研究科・服部

33_中小企業コン
ソーシアム
Ｖスクール・忽那

33_中小企業コン
ソーシアム
Ｖスクール・忽那

47_食農影響と
価値創造
農学研究科・中塚

47_食農影響と
価値創造
農学研究科・中塚

29_管理会計と
BCP
経営学研究科・三
矢

29_管理会計と
BCP
経営学研究科・三
矢

31_就労上心理、
行動への影響
経済経営研究所・
江夏/経営学研究
科・服部

31_就労上心理、
行動への影響
経済経営研究所・
江夏/経営学研究
科・服部

19_IT活用調査
経営学研究科・藤
原

19_IT活用調査
経営学研究科・藤
原

18_家計影響
人間発達環境学研
究科・田畑

18_家計影響
人間発達環境学研
究科・田畑

経済

経済

経営

24_ネットゲーム
依存
医学研究科・曽根

24_ネットゲーム
依存
医学研究科・曽根

22_睡眠・Well-
being変化
人間発達環境学研
究科・古谷

22_睡眠・Well-
being変化
人間発達環境学研
究科・古谷

26_ひとり親世帯
の食生活
農学研究科・石田

26_ひとり親世帯
の食生活
農学研究科・石田

36_高齢者リスク
人間発達環境学研
究科・片桐

36_高齢者リスク
人間発達環境学研
究科・片桐

43_外国人生活
人文学研究科・平井
43_外国人生活
人文学研究科・平井

50_収束後働き方
提言
保健学研究科・塩谷

50_収束後働き方
提言
保健学研究科・塩谷

48_行動・生活変
化実態
人間発達環境学研
究科・青木

48_行動・生活変
化実態
人間発達環境学研
究科・青木

5_座位時間
保健学研究科・井澤
5_座位時間
保健学研究科・井澤

52_発達障害児
支援
人間発達環境学研
究科・山根

52_発達障害児
支援
人間発達環境学研
究科・山根

くらし

健康・福祉

生活変化

13_機関調整と
私権補償
社会システムイノベー
ションセンター・金子

13_機関調整と
私権補償
社会システムイノベー
ションセンター・金子

27_感染症の倫
理学
先端融合研究環・
松田

27_感染症の倫
理学
先端融合研究環・
松田

42_歴史社会人
文学
人文学研究科・
白鳥

42_歴史社会人
文学
人文学研究科・
白鳥

1_芸術文化支援
国際文化学研究
科・藤野

1_芸術文化支援
国際文化学研究
科・藤野

38_ベーシックイン
カム
法学研究科・飯田

38_ベーシックイン
カム
法学研究科・飯田

51_比較都市史
的研究
人文学研究科

51_比較都市史
的研究
人文学研究科

学術

政策調査提言

歴史的観点

20_家庭食材で
できる実験授業
農学研究科・宇野

20_家庭食材で
できる実験授業
農学研究科・宇野

6_感染速度論教材
理学研究科・大西
6_感染速度論教材
理学研究科・大西

40_空間デザイン
コンペ
工学研究科・鈴木

40_空間デザイン
コンペ
工学研究科・鈴木

44_一人暮らし学生
サポート
未来世紀都市学研究
ユニット道場・祇園

44_一人暮らし学生
サポート
未来世紀都市学研究
ユニット道場・祇園

46_附属中卒研
人文学研究科・藤田
46_附属中卒研
人文学研究科・藤田

9_学術情報提供HP
保健学研究科・中澤
9_学術情報提供HP
保健学研究科・中澤

23_環境変化によ
るストレス
医学研究科保健セ
ンター・青山/毛利

23_環境変化によ
るストレス
医学研究科保健セ
ンター・青山/毛利

45_大学教育の
あり方
Vスクール・玉置

45_大学教育の
あり方
Vスクール・玉置

学内
その他

学生ケア

教育・教材

情報発信

53_マイクロツーリズ
ム観光産業支援
国際文化学研究科・
辛島

53_マイクロツーリズ
ム観光産業支援
国際文化学研究科・
辛島



最後に

＊医学研究・診療を通じたコロナ対策

＊分野の多様性、組織のゆとりが大事

＊グローバルな課題解決に貢献

V.スクール、SDGs推進室、産官学連携本部、
科学技術イノベーション研究科 等々

＊生きている間に、暗黒物質の正体を知りたい。

これからも神戸大学をご支援ください。


